
                        

                       

千
人
同
心 

 

武
田
氏
滅
亡
後
、
浪
人
と
な
っ
た
武
士

達
が
、
徳
川
幕
府
に
よ
り
召
し
抱
え
ら
れ

同
心
組
の
基
礎
を
築
い
た
。 

 

そ
の
後
、
半
士
半
農
の
人
達
が
近
郷
か

ら
も
加
わ
り
、
千
人
を
越
え
る
人
数
に
膨

れ
て
い
っ
た
。
当
初
は
江
戸
城
の
警
護
、

取
分
け
日
光
東
照
宮
の
警
護
を
一
手
に
引

き
受
け
、
万
全
を
期
し
て
い
た
。・
・
・
が
、 

 

幕
末
近
く
に
な
る
と
、
ロ
シ
ア
が
北
海

道
攻
め
を
始
め
る
。
そ
の
警
護
の
た
め
、

同
心
も
命
を
受
け
た
。
冬
は
酷
寒
の
地
と

化
し
、
食
料
も
な
く
飢
え
と
寒
さ
で
大
勢

の
同
志
が
命
を
落
し
た
。
特
に
苫
小
牧
に

は
、
そ
の
悲
話
が
今
も
伝
わ
っ
て
い
る
。 

 

幕
府
崩
壊
後
、
無
血
で
東
照
宮
を
明
け

渡
し
た
責
め
を
負
い
、
老
躯
の
父
に
介
錯

さ
せ
た
哀
れ
な
事
実
も
残
る
。
片
道
切
符

と
負
け
戦
を
恥
じ
、
故
郷
八
王
子
の
地
を

踏
め
ず
に
西
国
に
骨
を
埋
め
た
人
も
い
る
。 

 

幕
府
と
維
新
と
い
う
大
き
な
坩
堝
に
翻

弄
さ
れ
た
一
握
り
の
武
士
の
集
団
で
は
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

千人同心奉納絵馬（高宰神社所蔵） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

今
回
の
散
歩
は
Ｊ
Ｒ
西
八
王
子
駅
南
口

の
散
田
町
か
ら
東
浅
川
町
の
京
王
線
狭
間

駅
ま
で
約
五
㎞
の
行
程
で
あ
る
。 

 

西
へ
暫
く
歩
く
と
子
育
地
蔵
尊
に
逢
え

る
。
そ
こ
か
ら
御
嶽
神
社
、
山
王
神
社
、

黒
木
開
戸
緑
地
を
経
て
更
に
西
へ
行
く
と

真
覚
寺
に
出
る
。
境
内
に
は
蛙
が
産
卵
す

る
心
字
池
や
芭
蕉
の
碑
、
奪
衣
婆
の
石
像

な
ど
が
あ
り
、
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

近
く
に
は
高
宰
神
社
が
あ
る
。
千
人
同

心
が
北
海
道
警
備
や
開
拓
、
日
光
東
照
宮

の
警
備
等
に
派
遣
さ
れ
た
折
の
安
否
を
祈

る
神
社
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
心
字
池
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘

に
は
万
葉
の
歌
碑
が
あ
る
。
防
人
と
し
て

九
州
へ
旅
立
つ
夫
を
見
送
っ
た
時
に
妻
が

歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
周
辺
は
見
ど

こ
ろ
が
多
い
。 

 

さ
ら
に
西
へ
行
く
と
十
二
社
へ
。
一
万

本
の
蝋
燭
が
灯
る
秋
の
大
祭
は
必
見
だ
。 

 

最
後
の
興
福
寺
へ
。
千
人
同
心
の
墓
も

あ
り
、
春
の
枝
垂
れ
桜
は
見
事
で
あ
る
。 

①
下
散
田
子
育
地
蔵
菩
薩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

散
田
町
三
丁
目
二
七 

武
州
多
摩
郡
散
田
村
以
来
、
こ
こ
に
大

小
六
体
の
地
蔵
菩
薩
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

こ
の
地
蔵
尊
は
下
散
田
の
子
宝
子
育
地
蔵

と
も
呼
ば
れ
、
永
年
里
の
人
に
親
し
ま
れ

信
仰
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
番
大
き
い
地
蔵
尊
は
宝
永
元
年
（
一

七
○
四
）
四
月
吉
日
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

三
百
年
以
上
前
に
、
下
散
田
の
念
仏
講
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
念
仏
講
は
、

そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 
立
ち
地
蔵
菩
薩
は
文
政
年
間
（
一
八
一

八
～
三
○
）
山
崎
傳
次
郎
が
男
子
出
産
を

祈
願
し
、
屋
敷
内
に
安
置
し
て
い
た
も
の

を
、
今
か
ら
百
六
十
年
以
上
前
に
、
現
在

地
近
く
に
納
め
た
と
い
う
。
又
、
石
川
善

吉
の
屋
敷
に
あ
っ
た
坐
地
蔵
も
納
め
、
安

置
し
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
も
う
一
つ
の
信
仰
と
し
て
、
妊
娠

し
て
い
る
女
性
の
家
で
は
地
蔵
菩
薩
に
供

え
ら
れ
て
い
た
蝋
燭
を
持
ち
帰
り
、
陣
痛

が
始
ま
る
と
火
を
灯
し
安
産
を
祈
願
し
た
。

蝋
燭
が
燃
え
尽
き
る
頃
に
は
、
ご
利
益
に

よ
り
出
産
も
無
事
に
終
わ
る
と
い
う
。 

子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
家
族
に
は
、
特
に
信

仰
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

戦
前
は
毎
月
四
日
が
縁
日
で
、
各
家
庭

が
廻
り
番
と
な
り
念
仏
講
を
開
い
て
い
た
。 

今
は
、
八
月
四
日
が
縁
日
と
な
っ
て
い
る
。 

                 

子育地蔵 
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②
御
獄
神
社 

●
下
散
田
御
嶽
講 

 

御
嶽
信
仰
は
三
多
摩
地
方
を
中
心
に
、 

根
強
く
定
着
し
て
い
る
信
仰
で
あ
る
。 

 

御
嶽
神
社
は
盗
難
、
火
災
除
け
の
神
様 

と
し
て
知
ら
れ
、
当
社
の
お
札
を
家
屋
の 

入
口
に
貼
る
こ
と
で
、
災
い
か
ら
免
れ
ら 

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
散
田
地
区
に
も
古
く
か
ら
御
嶽
講 

が
あ
り
、
今
も
下
散
田
御
嶽
講
は
受
け
継 

が
れ
て
い
る
。
そ
の
起
源
は
定
か
で
は
な 

い
が
、
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
。 

 

御
嶽
神
社
と
各
地
域
の
講
の
結
び
つ
き 

は
深
い
も
の
が
あ
り
、
宮
司
が
定
期
的
に 

そ
れ
ぞ
れ
の
講
を
訪
れ
て
い
た
と
い
う
。 

 

散
田
地
区
に
於
い
て
も
、
昭
和
三
十
年 

代
の
中
頃
ま
で
は
、
そ
の
な
ら
わ
し
が
続 

い
て
い
た
。 

中
散
田
御
嶽
講
に
は
、
代
々
片
柳
を
名 

乗
る
宮
司
が
、
新
年
に
な
る
と
訪
れ
、
講

元
宅
に
宿
泊
し
、
講
中
の
一
軒
一
軒
を
ま

わ
り
お
札
を
配
っ
て
い
た
が
、
世
の
移
り

か
わ
り
と
共
に
そ
の
な
ら
わ
し
も
消
え
て

し
ま
っ
た
。 

 

今
で
は
、
毎
年
暮
れ
に
な
る
と
、
講
の 

世
話
人
が
各
家
を
ま
わ
り
、
お
札
代
を
集 

め
郵
便
で
送
り
、
そ
れ
を
受
け
て
御
嶽
神 

社
は
、
お
札
を
ま
と
め
て
宅
急
便
で
送
っ 

て
来
る
と
い
う
。 

 

散
田
三
丁
目
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
建
っ 

て
い
る
御
嶽
様
は
分
社
で
、
例
祭
は
四
月 

二
日
に
行
わ
れ
る
。
例
祭
を
控
え
た
彼
岸 

か
ら
月
末
に
か
け
て
、
例
年
数
人
の
者
が 

講
を
代
表
し
て
御
嶽
詣
（
代
参
）
を
す
る
。 

 

そ
の
際
に
は
「
ご
け
ん
ぞ
く
」
と
い
う 

お
札
（
各
分
社
が
所
蔵
）
を
持
参
し
、
新 

し
い
お
札
に
替
え
て
も
ら
う
（
そ
れ
を
例 

祭
に
供
え
一
年
の
無
事
を
祈
願
す
る
）
と 

 
 

い
う
役
を
負
っ
て
い
る
。
代
参
に
詣
で
た 

一
行
は
、
宮
司
宅
で
宿
泊
と
ご
馳
走
の
も 

て
な
し
を
受
け
る
し
き
た
り
に
な
っ
て
お 

り
、
そ
の
御
礼
と
い
う
形
で
心
づ
け
を
納 

め
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
し
き
た
り
を 

「
坊
入
り
」
と
呼
ぶ
。
最
近
は
、
交
通
の 

便
も
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
宿 

泊
を
す
る
者
は
、
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。 

子育て地蔵 
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し
か
し
、
今
も
「
坊
入
り
」
は
、
例
祭
前 

の
大
事
な
行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い 

る
。 下

散
田
御
嶽
講
は
、
現
在
二
十
七
軒
で 

構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
丁
目
に
あ
る
御
嶽

様
の
維
持
管
理
は
、
講
の
人
達
を
中
心
に 

進
め
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
こ
こ
を
訪
れ
る
人
の
数

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

毎
年
元
旦
に
は
、
講
中
の
者
が
揃
っ
て

神
社
に
参
集
し
、
新
年
の
お
祈
り
を
し
、

お
神
酒
を
く
み
交
わ
す
と
い
う
。 

 

御
嶽
講
が
今
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
知

る
人
は
、
ご
く
少
数
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

          

           

         
        

御嶽神社 

御嶽神社の祠 

御嶽様のお札 

大口真神御符 
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●
野
入
れ 

 

一
月
十
一
日
、
農
家
の
仕
事
始
め
の
行 

事
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
「
鍬
入
れ
」
と 

も
い
わ
れ
る
。
図
に
示
す
よ
う
な
「
あ
ー 

ぼ
ー
へ
ー
ぼ
ー
」
と
呼
ぶ
飾
り
を
作
り
、 

こ
れ
を
畑
に
立
て
豊
作
を
祈
願
す
る
。 

「
あ
ー
ぼ
ー
へ
ー
ぼ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ 

の
飾
り
は
、
割
っ
た
竹
の
先
に
ヌ
ル
デ
の 

木
（
こ
の
辺
り
で
は
カ
ツ
ン
ボ
と
い
う
） 

を
差
し
、
実
っ
た
粟
と
稗
の
穂
を
あ
ら
わ 

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
粟
穂
稗
穂
が
訛 

っ
て
「
あ
ー
ぼ
ー
へ
ー
ぼ
ー
」
に
な
っ
た 

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
畑
作
地
帯
だ
っ
た 

散
田
小
学
校
周
辺
で
は
。
三
十
年
く
ら
い 

前
ま
で
は
、
ど
こ
の
農
家
で
も
こ
の
行
事 

を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。 

      

③
山
王
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

散
田
三
丁
目 

 

山
王
、
日
吉
、
日
枝
の
名
が
付
く
大
小

の
神
社
は
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。 

 

山
王
の
起
こ
り
は
、
滋
賀
県
大
津
坂
本

の
日
吉
（
ひ
え
）
神
社
の
別
称
で
、
最
澄

が
大
和
国
三
室
山
（
み
む
ろ
や
ま
）
の
大

三
輪
神
（
お
お
み
わ
の
か
み
）
す
な
わ
ち

大
物
主
神
（
お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み
）
を

勧
請
し
、
中
国
の
天
台
山
国
清
寺
の
山
王

祠
に
な
ら
っ
て
神
号
を
山
王
と
奉
り
、
比

叡
山
の
守
護
神
と
し
た
の
に
始
ま
る
。 

 
         

 

④
黒
木
開
戸
緑
地 

 

天
気
の
良
い
日
は
子
供
た
ち
の
歓
声
が

聞
こ
え
、
朝
夕
は
犬
と
散
歩
す
る
人
た
ち

で
賑
わ
う
。
里
山
を
保
存
す
る
た
め
、
八

王
子
市
が
買
収
し
た
散
田
町
四
丁
目
に
あ

る
緑
地
帯
で
あ
る
。 

 

こ
の
貴
重
な
自
然
が
残
っ
た
の
は
、
地

主
の
理
解
と
周
辺
住
民
の
熱
意
が
実
を
結

び
、
平
成
三
年
度
か
ら
十
八
年
度
に
掛
け

て
市
が
取
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
広
さ
は

約
一
・
四
㏊
で
あ
る
。 

 

現
在
は
周
囲
の
崖
が
崩
れ
な
い
よ
う
保

護
し
、
環
境
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

管
理
は
市
の
公
園
課
が
担
当
し
て
い
る
。 

 

自
然
が
残
る
里
山
は
、
春
に
は
桜
や
こ

ぶ
し
の
花
が
咲
き
、
鶯
の
声
が
こ
だ
ま
し
、

夏
は
さ
わ
や
か
な
風
が
森
の
木
々
を
震
わ

せ
、
蝉
の
声
も
涼
し
い
音
に
聞
こ
え
て
来

る
。 

 

四
季
折
々
の
風
情
の
残
る
こ
の
緑
地
は
、

散
田
町
の
原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く

れ
る
土
地
で
も
あ
る
。 

 

「あーぼーへーぼー」 
以前は散田小学校に実物があった 

山王神社 
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●
大
室
権
現
社 

 

真
覚
寺
の
す
ぐ
東
方
め
じ
ろ
台
に
行
く

坂
道
の
左
側
に
小
さ
な
お
宮
が
あ
る
。 

 

御
室
社
と
も
、
高
宰
様
の
奥
方
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
、

「
除
地
九
尺
に
三
間
許
り
村
内
真
覚
寺
の

東
方
半
町
ば
か
り
あ
り
社
は
北
に
向
い
て

神
体
と
せ
る
も
の
な
し
村
人
に
よ
れ
ば
真

覚
寺
境
内
に
高
宰
社
あ
り
こ
の
神
の
配
偶

な
り
と
い
う
」 

             

                        

貴重な古道として残る黒木開戸緑地 

大室権現お稲荷さま 

大 室 権 現
 

お稲荷様 左と右 



6 
 

⑤
常
光
山
観
音
院

真
覚
寺 

 
 

散
田
町
五
‐
三
六
‐
一
〇 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

不
動
明
王
坐
像 

 

こ
ん
か
ら
童
子
・
せ
い
た
か
童
子 

寺
宝 

奈
良
前
期
の
銅
造
薬
師
如
来
倚
像
、

白
鳳
時
代
伝
来
（
市
有
形
文
化

財
） 

 
 

 

（
現
在
八
王
子
市
資
料
館
寄
託
中
） 

開
山 

隆
源
僧
正 

開
創 

文
暦
元
年
（
一
二
三
四
） 

多
摩
八
十
八
ヶ
所
第
七
十
一
番
札
所 

応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
相
模
国
津

久
井
城
主
長
山
修
理
亮
忠
好
公
の
招
請
に

よ
り
、
京
都
醍
醐
報
恩
院
よ
り
大
僧
正
隆

源
和
上
が
中
興
開
山
と
な
り
、
観
音
堂
を

創
建
し
、
別
当
寺
と
し
て
真
覚
寺
を
起
こ

す
。
現
在
の
本
堂
は
唐
様
式
。 

●
蛙
合
戦 

 

境
内
の
心
字
池
は
、
古
く
か
ら
多
く
の

ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
集
ま
る
所
で
有
名
で
あ
る
。

「
五
街
道
細
見
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

昭
和
三
十
七
年
二
月
、
蛙
の
生
息
地
と

し
て
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。 

 

ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
、
池
の
中
で
一
生
を
過

ご
す
蛙
で
は
な
い
。
産
卵
期
を
除
く
と
藪

や
雑
木
林
の
土
の
中
で
生
息
す
る
夜
行
性

両
棲
類
で
あ
る
。 

 

春
の
彼
岸
の
頃
に
、
一
度
の
産
卵
期
を

迎
え
た
蛙
は
、
雨
の
夜
、
一
斉
に
水
温
む

池
に
集
ま
る
。
産
卵
に
集
ま
る
蛙
の
様
子

が
、
布
陣
を
敷
く
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か

ら
、「
合
戦
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。 

 
 

江
戸
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
こ

の
池
も
、
今
で
は
周
囲
の
開
発
も
あ
っ
て
、 

数
匹
の
み
と
か
。
こ
の
池
に
再
び
蛙
が
集

ま
っ
て
く
る
時
代
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

池
を
見
下
ろ
す
小
高
い
と
こ
ろ
に
、
延

享
二
年
（
一
七
四
五
）
四
月
建
立
の
芭
蕉

翁
の
蛙
塚
碑
が
あ
る
。 

戦
後
で
は
食
糧
不
足
だ
っ
た
た
め
、
蛙
を

捕
っ
て
き
て
、
煮
た
り
焼
い
た
り
し
て
よ

く
食
べ
た
も
の
だ
。 

 

                        

真 覚 寺 芭蕉翁の蛙塚 
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●
金
銅
造
薬
師
如
来
倚
像 

 

白
鳳
時
代
の
作
。
空
海
帰
朝
の
お
り
、

大
同
元
年
（
八
〇
六
）
唐
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
。
そ
し
て
、
そ
の
手
法
が
朝
鮮

仏
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
新
羅
請
来
の

も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

●
梵
鐘 

 

鐘
楼
に
記
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
鋳
物
師
、

加
藤
吉
重
の
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
の

作
で
、
施
主
は
、
千
人
同
心
志
村
又
左
衛

門
ら
の
、
庚
申
講
中
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。 

 

 

開
山
の
隆
源
僧
正
は
、
京
都
醍
醐
報
恩

院
第
十
世
大
僧
正
と
な
っ
た
高
僧
で
あ
っ

た
。
現
在
、
寺
に
は
隆
源
僧
正
の
右
手
と

伝
え
ら
れ
る
ミ
イ
ラ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
世
真
覚
上
人
は
、
寺
の
発
展
に
尽
力

し
、
寺
の
名
前
が
そ
の
法
号
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

 

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
徳
川
家
康

か
ら
寺
領
五
石
の
朱
印
状
を
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。 

              

                       

隆源僧正の右手と伝えるミイラ 

真覚寺所蔵 
鐘 楼 

梵 鐘 
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●
千
人
同
心
二
宮
心
斎
翁
の
碑 

 

観
音
堂
の
左
手
に
建
つ
。
二
宮
光
鄰 

（
？
～
一
八
七
六
）
の
碑
で
心
斎
は
号
。 

 

幕
末
に
千
人
同
心
の
名
簿
と
も
い
え
る

「
番
組
合
之
縮
図
」
を
著
し
た
人
。
明
治

に
な
っ
て
「
千
人
町
」
の
名
称
を
残
す
こ

と
に
も
尽
力
し
た
。 

  

                        

●
奪だ

つ

衣え

婆ば

（
閻
魔
大
王
の
妹
） 

 

お
盆
に
お
寺
へ
行
く
と
、
大
き
な
地
獄

絵
図
の
掛
け
軸
が
本
堂
に
掛
け
て
あ
っ
た
。

良
く
見
る
と
、
赤
鬼
青
鬼
が
い
て
、
そ
ば

に
閻
魔
大
王
が
鎮
座
し
て
い
る
、
誠
に
怖

ろ
し
い
絵
で
あ
る
。
死
出
の
旅
、
足
に
草

履
、
そ
し
て
首
か
ら
は
三
文
銭
を
入
れ
た

頭
陀
袋
を
下
げ
て
、
三
途
の
川
岸
で
、
奪

衣
婆
が
死
者
の
衣
服
を
は
ぎ
と
り
、
樹
上

の
懸
衣
翁
に
渡
す
。 

こ
の
時
は
、
ど
ん
な
に
偉
い
学
者
で
も

大
臣
で
も
、
み
ん
な
は
ぎ
と
ら
れ
裸
に
さ

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
こ
そ
、
生
ま
れ
る
時

も
死
ん
で
行
く
時
も
裸
だ
。
で
も
三
文
銭

だ
け
は
、
三
途
の
川
を
渡
る
時
の
料
金
（
片

道
）
だ
か
ら
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

ど
ん
な
に
お
金
が
あ
っ
て
も
、
地
位
が

あ
っ
て
も
、
此
処
か
ら
は
皆
平
等
で
あ
る
。 

そ
し
て
閻
魔
様
の
前
に
出
て
、
生
前
良

い
事
を
し
た
か
、
悪
い
事
を
し
た
か
を
裁

か
れ
る
。
嘘
を
つ
く
と
舌
を
抜
か
れ
、
火

の
山
、
針
の
道
、
血
の
池
へ
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

二宮心斎翁の碑 

観世音菩薩のお堂 貴重な石仏群 

文字の一部拡大 
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良
い
事
を
し
た
人
は
安
住
の
地
へ
。 

こ
れ
は
、
私
達
が
悪
い
事
を
し
な
い
よ 

う
に
戒
め
の
た
め
に
、
書
か
れ
た
地
獄 

絵
図
な
の
だ
ろ
う
。 

                  

⑥
高
宰

た
か
さ
い

神
社 

多
摩
の
横
山
の
西
に
位
置
す
る
高
宰
神

社
は
、
我
が
国
南
北
朝
の
終
り
頃
、
京
よ

り
高
貴
な
御
方
が
故
あ
っ
て
氏
名
を
か
く

し
（
南
朝
の
公
卿
）
、
現
在
の
台
町
、
御
所

水
の
地
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

薨
去
後
、
由
木
の
杉
山
峠
に
埋
葬
さ
れ
、

そ
の
後
、
山
田
村
広
園
寺
境
内
の
一
角
に

祠
を
建
立
し
、
小
蔵
主
明
神
と
号
し
、
鎮

祭
し
た
の
が
社
の
起
源
と
い
わ
れ
、
い
ま

か
ら
約
六
百
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。 

そ
の
後
、
何
故
か
散
田
の
古
明
神
と
い

う
処
に
移
り
（
現
、
め
じ
ろ
台
四
丁
目
）

さ
ら
に
正
保
慶
安
（
一
六
四
四
～
五
二
）

の
頃
、
真
覚
寺
境
内
に
移
し
、
高
宰
神
社

と
命
名
し
現
在
に
至
っ
た
と
い
う
も
の
。 

こ
の
神
社
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
千

人
同
心
武
門
の
神
と
し
て
深
く
崇
敬
さ
れ
、

千
人
町
、
散
田
町
、
並
木
町
、
山
田
町
、

め
じ
ろ
台
な
ど
の
鎮
守
神
で
も
あ
る
。 

御
本
尊
は
、
按
察
使
（
あ
ぜ
ち
）
大
納

言
藤
原
信
房
卿
と
も
い
わ
れ
、
一
説
に
は

高
倉
宰
相
某
と
も
い
い
、
ま
た
明
治
元
年

の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
明
細
帳
作
成
当
時

に
は
、
伊
弉
諾
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
定
か
で
な
い
。 

現
在
で
は
、
按
察
使
大
納
言
藤
原
信
房

卿
の
説
が
有
力
で
あ
る
。
従
っ
て
神
社
登

録
簿
に
は
〝
高
宰
の
神
〟
と
な
っ
て
い
る
。 

因
み
に
、
高
宰
と
は
、
高
貴
な
方
の
高
、

宰
は
、
宰
相
と
い
わ
れ
た
、
大
臣
ク
ラ
ス

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

尊
貴
両
者
を
取
り
入
れ
、
高
宰
神
社
の
社

が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
高
宰
の
神
が
在

世
中
の
地
を
、
御
所
水
の
地
と
い
い
、
清

水
の
湧
き
出
る
処
か
ら 

「
御
所
水
の
神
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、
当

時
朝
廷
以
外
に
は
御
所
の
名
は
使
用
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と 

か
ら
よ
ほ
ど 

高
貴
な
方
と 

推
察
で
き
る 

    

十王信仰による石仏・左が奪衣婆（真覚寺） 

入口の手水 
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●
高
宰
神
社
の
田
の
神 

 

真
覚
寺
の
南
側
に
あ
る
高
宰
神
社
に
、

田
の
神
が
鎮
座
し
て
い
る
。
伝
え
に
よ
る

と
昭
和
六
十
一
年
に
、
近
く
の
人
が
近
所

で
見
つ
け
た
と
い
う
。 

 

こ
う
し
た
田
の
神
の
石
仏
は
、
九
州
地

方
南
部
に
見
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
の
田
の
神
は
、
頭
に
穀
物
を
蒸
す

コ
シ
キ
の
シ
キ
（
簀
の
子
）
を
か
ぶ
っ
て

お
り
、
そ
の
姿
が
愛
ら
し
い
。 

                 

田 の 神 

貴重な祠群 高宰神社 

左が庚申塔 右奥が田の神 

高宰神社 奥宮 
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⑦
万
葉
の
歌
碑 

 

真
覚
寺
境
内
の
、
心
字
池
が
見
下
ろ
せ

る
小
高
い
丘
の
上
に
、
万
葉
歌
碑
が
あ
る
。 

 

赤
駒
（
あ
か
ご
ま
）
を 

 

山
野
（
や
ま
ぬ
）
に
放
（
は
か
）
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

取
（
と
）
り
か
に
て 

多
摩
の
横
山
か
し
ゆ
か
や
ら
む 

 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
か
ら
千
二
百
五
十

年
前
の
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
に
作

ら
れ
た
「
万
葉
集
」
巻
二
十
に
あ
る
。 

  

歌
の
作
者
は
、
豊
島
郡
（
今
の
豊
島
区
）

（
と
し
ま
こ
お
り
か
み
ち
ょ
う
く
ち
は
し

べ
の
あ
ら
む
し
が
つ
ま
う
ち
べ
の
く
ろ

め
）
な
り
。 

 

歌
の
意
味
は
、
赤
毛
の
馬
を
山
野
に
放

し
て
し
ま
い
、
捕
え
る
事
が
で
き
な
い
。

旅
に
発
つ
夫
を
、
と
う
と
う
、
歩
い
て
行

か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
ん

な
に
急
に
出
発
さ
せ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ

ば
、
馬
を
捕
ま
え
て
お
く
こ
と
が
出
来
た

だ
ろ
う
に
。 

あ
の
う
ね
う
ね
と
続
く
多
摩
の
横
山
を
、

歩
い
て
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

夫
は
、
さ
ぞ
辛
い
こ
と
だ
ろ
う
。 

夫
＝
防
人
（
さ
き
も
り
） 

牧
＝
駒
木
野

（
裏
高
尾
）
大
巻
（
牧
、
椚
田
） 

屯
倉
（
み
や
け
）
＝
天
皇
直
轄
地 

 

大
牧
＝
由
比
牧
（
由
井
）
小
川
牧
（
秋
留

〈
あ
き
る
〉
）
石
川
牧
（
石
川
町
）
立
野
（
？
） 

朝
鮮
半
島
＝
新
羅
、
高
句
麗
、
百
済
三
国

の
争
い
。 

 
防
人
の
歌 

か
ら
衣 

す
そ
に
取
り
つ
き 

 

泣
く
子
ら
を 

置
き
て
ぞ
来
ぬ
や 

 
母
（
お
も
）
な
し
に
し
て 

 

国
造
小
縣
郡
他
田
部
舎
人
大
島 

（
お
さ
た
べ
の
と
ね
り
お
お
し
ま
） 

 

こ
こ
で
疑
問
＝
こ
の
歌
碑
を
建
て
た
の
は
、

横
山
村
が
、
八
王
子
市
に
合
併
す
る
際
、

横
山
名
を
偲
び
有
志
が
建
立
し
た
と
聞
く
。 

  

牧
は
、
八
王
子
以
外
に
も
多
摩
地
域
に 

は
多
々
あ
る
今
の
豊
島
区
辺
り
か
ら
八
王

子
ま
で
追
い
か
け
て
き
た
の
か
。
府
中
市

な
ど
で
も
、
横
山
の
こ
の
歌
碑
を
〝
万
葉

ウ
オ
ー
ク
〟
と
し
て
、
町
お
こ
し
に
利
用

し
て
い
る
。 

 

若
妻
は
ど
の
辺
り
で
こ
の
歌
を
作
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
東
（
あ
ず
ま
）
の
地

か
ら
遠
い
九
州
の
果
て
ま
で
、
死
も
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
。
生
活
、
教

育
、
そ
れ
に
交
通
機
関
の
乏
し
か
っ
た
奈

良
時
代
に
、
身
分
も
低
い
防
人
の
妻
が
、

万
葉
集
に
載
る
よ
う
な
、
歌
を
よ
ん
だ
こ

と
に
深
い
感
銘
を
覚
え
る
。 

●
防
人
の
歌 

 

防
人
に
関
係
す
る
万
葉
歌
は
「
赤
駒
」

の
歌
だ
け
で
は
な
い
。
当
時
東
国
か
ら
西

国
へ
派
遣
さ
れ
る
防
人
が
、
こ
の
横
山
地

方
を
過
ぎ
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
防
人

が
歌
っ
た
も
の
を
幾
つ
か
あ
げ
る
。 

ま
た
当
時
の
牧
畜
が
、
放
牧
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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万
葉
集 

巻
第
二
十 

四
四
〇
七 

 
 

 
  

ひ
な
く
も
り 

碓
氷
の
坂
を 

 
 

 
 

越
え
し
だ
に 

 
 

 
 

 
 

 

妹
が
恋
し
く
忘
ら
え
ぬ
か
も 

 
  

ま
だ
よ
う
や
く
碓
氷
峠
を
越
え
た
ば 

か
り
な
の
に
、
も
う
こ
ん
な
に
妻
が
恋

し
く
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
。 

他
田
部
子
磐
前 

（
お
さ
た
べ
の
こ
い
わ
さ
き
）  

巻
第
二
十 

四
三
二
七 

  

我
が
妻
も 

畫
に
か
き
と
ら
む 

暇
（
い
づ
ま
）
も
が 

旅
行
く
我
は
見
つ
つ
偲
は
む 

 

自
分
の
妻
の
姿
を
畫
に
か
い
て
持
っ
て

行
く
、
そ
の
描
く
暇
が
欲
し
い
も
の
だ
。

遥
々
と
辺
土
の
防
備
に
行
く
自
分
は
、
そ

の
似
顔
絵
を
見
な
が
ら
思
い
出
し
た
い
。 

 

長
下
郡
物
部
古
麻
呂
の
作 

（
も
の
の
べ
の
こ
ま
ろ
） 

巻
第
二
十 

四
三
五
七 

  

蘆
垣
の
隈
処
に
立
ち
て 

我
妹
子
が 

袖
も
し
ほ
ほ
に 

泣
き
し
ぞ
思
（
も
）
は
ゆ  

 

出
立
の
ま
ぎ
わ
に
、
蘆
の
垣
根
の
処
で
、 

袖
も
し
ほ
し
ほ
と
濡
れ
る
ま
で
、
泣
い
て

い
た
妻
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。 

上
総
市
原
郡
上
丁
刑
部
直
千
国 

（
お
さ
か
べ
の
あ
た
ひ
ち
く
に
） 

   

⑧
万
葉
公
園 

散
田
町 

 

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
十
二
月

開
園
。
京
王
帝
都
電
鉄
が
開
発
し
た
め
じ

ろ
台
団
地
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
数
年
後
に
で

き
た
公
園
で
あ
る
。 

 

散
田
町
五
丁
目
に
あ
る
近
隣
公
園
で
、

面
積
は
二
二
・
八
九
九
㎢
、
万
葉
植
物
公

園
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
親
子
連
れ
や
子

供
達
の
い
こ
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。 

 

公
園
の
北
側
に
は
「
万
葉
赤
駒
の
碑
」

が
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
ふ
だ
ん

記
運
動
創
始
者
橋
本
義
夫
氏
に
よ
り
建
立
。 

  

阿
加
胡
麻
乎 

夜
麻
努
爾
波
賀
志 

 

刀
里
加
爾
弖 

多
麻
乃
余
許
夜
麻 

 

加
志
由
加
也
良
牟 

 
 

椋
椅
部

E

む
ち
は
し
べ
の

A
A
E

荒

E

あ

ら

A
A
E

虫

E

む

し

A

夫
婦
は
豊
島
郡
今
の

板
橋
辺
で
あ
ろ
う
か
。
荒
虫
は
上
丁
（
か

み
つ
よ
ほ
ろ
）
と
い
う
役
で
、
九
州
の
辺

境
防
備
の
防
人
と
し
て
兵
役
に
服
し
て
い

た
。 

 

丁
（
よ
ほ
ろ
）
と
は
、
も
と
脚
の
ひ
か

が
み
の
意
味
で
脚
力
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

古
代
の
課
役
を
負
担
し
た
成
年
男
子
の
こ

と
を
い
い
、
朝
廷
の
土
木
工
事
に
使
役
さ

れ
た
者
を
呼
ん
だ
。 

「
戸
令
」
に
よ
る
と
男
二
十
一
為
丁
、
六
十

一
為
と
あ
り
、
丁
に
は
役
丁
、
荷
丁
、
単
丁
、
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丁
匠
、
運
丁
、
仕
丁
等
の
種
別
が
あ
っ
た
。 

                      

 

●
三
田
地
蔵 

 

こ
の
石
地
蔵
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
こ

の
地
に
鎮
座
さ
れ
、
彫
字
も
消
え
て
い
る

た
め
年
代
は
不
明
で
あ
る
。 

  

縁
日
は
毎
月
二
十
四
日
で
、
昔
は
十
月

二
十
四
日
夕
刻
、
お
地
蔵
様
の
横
に
筵
を

敷
き
、
年
寄
り
が
集
ま
り
、
鉦
を
叩
き
、

ご
詠
歌
や
村
念
仏
を
唱
え
た
。 

 

古
よ
り
三
田
の
入
口
に
鎮
座
し
、
村
人

の
安
全
を
見
守
り
続
け
て
い
る
お
地
蔵
様

で
あ
る
。 

 
        

 

⑨
十
二
社 

東
浅
川
町 

祭
神 

天
神
七
代
・
地
神
五
代 

創
建 

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
九
月
十

九
日
代
官
設
楽
源
右
衛
門
及
権

兵
衛
に
よ
る 

 

明
治
三
年
三
月
十
九
日
、
十
二
社
大
権 

現
の
社
名
を
十
二
社
に
改
称
。
明
治
二
十 

九
年
社
殿
改
築
。
昭
和
二
十
年
八
月
二
日 

八
王
子
空
襲
戦
火
の
た
め
社
殿
消
失
す
る
。 

現
社
殿
は
、
も
と
東
京
幼
年
学
校
（
長 

房
町
）
内
に
奉
斎
せ
る
雄
建
神
社
の
社
殿

を
奉
遷
鎮
座
。
昭
和
三
十
八
年
十
月
六
日

社
殿
拝
殿
新
築
。
昭
和
五
十
四
年
拝
殿
北

側
山
林
を
造
成
、
境
内
広
場
を
造
る
。
平

成
元
年
社
殿
拝
殿
及
石
段
の
改
修
。 

 

境
内
社
と
し
て
稲
荷
社
、
日
吉
山
大
権

現
、
牛
頭
天
王
社
、
高
宰
神
社
が
祀
ら
れ

て
い
る
。 

 
 

 
 

万葉赤駒の碑 

三田地蔵 

忠 魂 碑 
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●
天
神
七
代 

一
． 

国
常
立
尊
（
く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
） 

二
． 

国
狭
槌
尊
（
く
に
の
さ
つ
お
の
み
こ
と
） 

三
．
豊
斟
淳
尊
（
と
よ
く
む
ね
の
み
こ
と
） 

四
．
泥
土
煮
尊
（
う
ひ
お
に
の
み
こ
と
） 

五
．
大
戸
之
道
尊
（
お
お
と
の
じ
の
み
こ
と
） 

 
 

 

大
笘
辺
尊
（
お
お
と
ま
べ
の
み
こ
と
） 

六
．
面
足
尊
（
お
も
た
る
の
み
こ
と
） 

惶
根
尊
（
か
し
こ
ね
の
み
こ
と
） 

七
．
伊
弉
冉
（
諾
）
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）

伊
弉
册
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
） 

 

●
地
神
五
代 

一
． 

天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
か
み
） 

二
．
正
哉
吾
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
（
ま
さ

や
あ
か
つ
は
や
び
あ
め
の
お
し
は
み
み

の
み
こ
と
） 

三
．
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
（
あ
ま
つ
ひ
こ

ひ
こ
ほ
に
に
ぎ
み
の
み
こ
と
） 

四
．
彦
火
火
出
見
尊
（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み

こ
と
） 

 

五
．
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
（
ひ
こ

な
ぎ
た
け
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み

こ
と
） 

  

天
神
七
代
と
は
、
日
本
神
話
で
、
地
神 

五
代
の
前
に
、
我
国
を
治
め
た
と
い
わ
れ 

る
天
つ
神
七
代
の
総
称
。
地
神
五
代
く
に 

つ
か
み
は
、
人
皇
一
代
神
武
天
神
に
先
立 

つ
神
々
で
あ
る
。 

 

十
二
社
・
応
和
三
年
（
九
六
三
）
七
月
、 

一
説
に
は
応
安
年
間
（
一
三
六
八
～
七
五
） 

の
制
で
、
祈
雨
の
神
社
。
竜
穴
、
水
主
（
み 

ぬ
し
）
木
嶋
（
こ
の
し
ま
）
乙
訓
（
お
と 

く
に
）
平
岡
、
恩
智
、
広
田
、
生
田
、
長 

田
、
坐
摩
（
い
か
す
り
）
垂
水
、
火
雷
。 

 

灯
明
（
燈
明
）
祭
り
・
ろ
う
そ
く
祭
り 

と
も
。
五
月
、
百
段
近
い
石
段
の
両
側
に 

約
四
千
本
の
ろ
う
そ
く
を
立
て
、
火
が
一 

斉
に
と
も
さ
れ
る
。
幻
想
的
な
雰
囲
気
だ
。 

無
病
息
災
を
願
っ
て
か
、
祭
り
に
訪
れ
る 

老
若
男
女
が
毎
年
増
え
て
い
る
と
か
。 

 

関
東
十
八
代
官
設
楽
源
右
衛
門
の
屋
敷 

跡
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

                        

十 二 社 
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●
入
口
の
石
仏
と
碑 

 

十
二
社
の
階
段
を
登
る
右
側
に
石
仏
が

鎮
座
し
て
い
る
。
右
か
ら
馬
頭
観
音
、
石 

仏
、
庚
申
供
養
塔
で
あ
る
。 

昔
、
馬
は
家
族
同
様
に
飼
育
さ
れ
、
農
耕

や
運
搬
に
飼
い
主
と
共
に
、
汗
を
流
し
働

い
て
い
た
。
馬
が
死
ぬ
と
馬
頭
観
音
を
建

て
供
養
し
た
。
馬
頭
観
音
の
彫
字
に
は
、

大
正
三
年
五
月
建
立
當
村
小
山
時
太
と
あ

る
。 

 

石
仏
は
傷
み
が
多
く
、
元
は
こ
の
下
三

叉
路
の
土
橋
を
渡
り
右
側
の
と
こ
ろ
の
座

石
の
上
に
横
に
な
っ
て
い
た
。
い
つ
の
頃

造
り
祀
ら
れ
た
か
不
明
。
古
い
地
蔵
尊
で

あ
る
。 

 

庚
申
供
養
塔
は
元
禄
十
年
四
月
十
一
日

と
あ
る
。
庚
申
信
仰
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
、

江
戸
時
代
中
期
が
一
番
盛
ん
に
な
っ
た
。 

  

十
二
社
碑
は
平
成
元
年
、
社
の
石
段
と

社
殿
改
築
に
多
大
な
奉
納
の
、
こ
の
十
二

社
碑
を
建
奉
の
納
主
、
笹
野
佳
宏
、
松
本

全
博
両
氏
に
よ
る
。 

              
●
高
宰
神
社
の
碑 

 

そ
の
昔
、
十
二
社
登
り
口
辺
り
が
崩
れ
、

そ
こ
か
ら
数
基
の
板
碑
が
出
土
、
そ
の
一

つ
が
石
段
横
に
立
っ
て
い
た
。 

高
さ
五
〇
㎝
程
度
の
板
碑
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
二
日
の
八
王
子
大
空

襲
で
焼
夷
弾
の
直
撃
を
受
け
、
祠
と
共
に

破
壊
さ
れ
た
。
平
成
元
年
新
た
に
高
宰
神

社
の
碑
を
建
て
遷
宮
さ
れ
た
。 

                   
石仏と碑 

高宰神社の碑 十二社神社 
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●
御
神
木 

 

根
の
周
り
も
幹
も
三
百
五
十
年
以
上
の

風
格
と
貫
録
を
持
つ
椎
樫
、
神
々
し
く
生

い
茂
る
椎
木
で
あ
る
。 

 

ブ
ナ
科
の
常
緑
高
木
で
ツ
ブ
ラ
ジ
イ

（
コ
ジ
イ
）
と
、
そ
の
変
種
ス
ダ
ジ
イ
（
イ

タ
ジ
イ
）
が
あ
る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
大

木
に
な
る
。 

      

  

●
牛
頭

ご

ず

天
王
社 

 

祠
の
右
側
に
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

と
あ
る
。
こ
の
神
は
医
の
神
で
流
行
病
等

を
恐
れ
、
昔
は
各
地
に
祀
ら
れ
て
い
た
。

明
治
維
新
の
寺
社
分
離
に
よ
り
、
神
が
仏

と
さ
れ
社
名
を
変
更
し
た
り
し
た
が
、
廃

社
と
さ
れ
た
。 

 

村
の
人
々
は
、
日
吉
山
大
権
現
社
と
共

に
隠
れ
社
と
な
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

●
日
吉
山
大
権
現
社 

 
石
祠
を
造
建
さ
れ
た
こ
と
が
彫
字
さ
れ

て
い
る
。 

「
當
社
造
立
者
慶
安
年
中
當
村
興
福
寺
大

檀
郡
三
河
国
設
楽
村
設
楽
右
ヱ
門
能
政
両

家
為
武
運
長
久
並
氏
子
」 

 

左
側
面
繁
昌
祈
者
代
世
文
化
三
寅
卯
月

七
日
奉
過
宮
興
福
寺
十
二
世
自
宣
代
と
あ

る
。
石
祠
の
両
破
風
に
設
楽
家
の
菊
花
の

家
紋
も
あ
り
十
二
社
を
創
建
さ
れ
た
代
官

を
称
え
祀
ら
れ
た
。
権
現
の
神
使
で
あ
る

三
猿
が
彫
ら
れ
た
台
座
は
見
事
で
あ
る
。 

                

御 神 木 

牛頭天王・日吉山大権現 稲荷大明神 

スタジイの実 
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●
正
一
位
稲
荷
社 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
よ
る
と
十
二

社
権
現
社
の
項
に
赤
社
山
王
稲
荷
両
社
相

殿
と
あ
り
、
お
稲
荷
様
も
古
く
か
ら
祀
ら

れ
て
い
た
社
で
あ
る
。
祭
り
は
二
月
初
午

の
日
、
氏
子
だ
け
で
開
催
さ
れ
る
。 

                 

            

 

           

十二社祭礼 

宵宮では一万本の蝋燭が点る 

稲荷大明神 

十二社内宮 

（鳥居の内側から） 
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⑩
聚
林
山
千
光
院

興
福
寺 

東
浅
川
町
七
五
四 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩 

開
山 

龍
鳳
寺
神
奈
川
県
愛
甲
郡
小
野
村
、 

 
 

第
四
世
香
山
充
孫
大
和
尚 

開
基 

雨
宮
秀
徳
、
関
東
十
八
代
官
雨
宮

勘
兵
衛
の
祖
先
と
伝
え
る 

 

第
三
世
昭
庵
の
時
、
寺
領
七
石
の
朱
印 

を
与
え
ら
れ
る
。 

 

境
内
に
は
、
古
く
か
ら
聚
林
山
稲
荷
大 

明
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
。 

 

山
門
は
、
関
東
十
八
代
官
の
一
人
で
あ 

っ
た
設
楽
家
の
屋
敷
門
を
移
築
し
た
も
の 

で
、
「
横
木
の
門
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

桑
都
三
十
三
観
音
札
所
、
第
二
十
三
番 

と
し
て
「
興
福
寺
七
観
音
の
み
法
（
の
り
） 

に
て
苦
脱
ぎ
絶
つ
と
る
、
子
細
て
ん
じ
ん
」 

と
詠
わ
れ
て
い
る
。 

    

          

●
山
門
「
横
木
の
門
」 

 
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
一
）
の
代 

官
、
設
楽
源
右
衛
門
の
屋
敷
が
こ
の
寺
の 

東
方
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
元
禄
の
頃
、 

子
孫
が
江
戸
に
移
っ
た
た
め
こ
の
門
を
寺 

に
移
築
し
た
と
い
う
。 

 

柱
は
、
樟
（
く
す
）
の
大
木
を
用
い
た 

立
派
な
門
で
、
瓦
も
菊
の
御
紋
入
り
が
使 

用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

 

春
に
は
し
だ
れ
桜
が
み
ご
と
で
あ
り
、 

花
を
愛
で
る
人
で
賑
わ
う
。 

 

     
 

 

●
結
界
石 

 

不
許
葷
酒
入
山
門
。
此
碑
並
石
段
建
立 

主
千
人
町
、
丸
屋
彭
盈
軒
。
維
岩
文
化
三 

丙
寅
稔
七
月
吉
日
聚
林
山
興
福
寺
現
住
自 

事
で
あ
る
。 

        

聚林山 興福寺 

山門・本堂 

不許葷酒入山門 
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●
興
福
寺
七
地
蔵 

 

聖
観
音
地
蔵
を
中
心
に
六
地
蔵
が
並
ぶ
、 

珍
し
い
地
蔵
尊
で
あ
る
。
納
め
ら
れ
た
施 

主
の
氏
名
と
戒
名
が
刻
字
さ
れ
て
い
る
。 

 
                

  

      
●
念
仏
供
養
塔 

「
毎
日
晨
朝
入
諸
定
入
諸
地
獄
令
離
苦
無

仏
世
界
度
衆
生
今
世
能
引
導
、
椚
田
郷
當

村
施
主 

嶋
村
新
左
ヱ
門
、
嶋
村
安
太
郎
、

三
田
川
吉
蔵
、
橋
本
要
右
ヱ
門
、
小
山
當

蔵
、
興
福
寺
十
七
世
発
道
代
文
化
五
年
辰

三
月
」
と
あ
る
。 

    

●
舟
型
地
蔵 

「
為
参
窓
理
学
大
姉
苙
日
提
世
千
時
萬
治 

三
戻
子
年
四
月
施
主
敬
白
」
と
あ
り
、
ま 

た
奥
の
墓
地
に
も
同
じ
地
蔵
が
あ
る
。 

年
代
は
古
く
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
） 

の
記
録
が
あ
り
、
市
内
で
も
十
指
に
入
る 

古
仏
で
あ
る 

                

七 地 蔵 

舟形地蔵 

念仏供養塔 
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●
稲
荷
大
明
神 

 

門
を
入
っ
て
す
ぐ
左
に
、
聚
林
山
稲
荷 

大
明
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
今
か
ら
二
百 

数
十
年
前
、
第
十
世
説
外
普
宣
大
和
尚
に 

よ
り
建
立
。
祠
に
は
自
然
石
の
御
神
体
を 

祭
る
。 

 

稲
荷
信
仰
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
信
仰 

神
と
し
て
、
今
な
お
多
く
の
人
た
ち
か
ら 

慕
わ
れ
て
い
る
。 

              

                       

●
弁
財
天 

池
の
中
島
に
鎮
座
す
る
祠
は
弘
法
大
師

作
と
い
わ
れ
て
い
る 

          
弁 天 堂 

稲荷大明神 

子宝祈願塔 

弁 財 天 
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●
千
人
同
心
の
墓
所 

 

八
王
子
千
人
同
心
頭
の
河
野
、
中
村
両 

家
の
墓
が
あ
る
。 

 

明
治
維
新
後
、
無
縁
墓
地
の
よ
う
に
荒 

廃
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

昭
和
四
十
九
年
春
の
彼
岸
に
、
有
志
ら 

が
集
ま
り
、
住
職
雨
宮
義
匡
師
に
よ
り
、 

慰
霊
の
法
要
を
行
い
、
両
家
墓
所
の
修
復 

も
行
う
。 

 

今
で
も
墓
所
は
、
綺
麗
に
清
掃
さ
れ
て 

い
る
。 

 

一
説
に
は
、
同
心
頭
の
窪
田
小
兵
衛
親 

子
も
葬
ら
れ
て
い
る
と
か
。 

          

          

●
設
楽
家
の
宝
篋
印
塔 
 

本
堂
左
り
西
奥
の
墓
所
に
、
設
楽
家
所 

縁
（
ゆ
か
り
）
の
宝
篋
印
塔
が
ず
ら
り
と 

並
ぶ
。
古
へ
想
を
馳
せ
る
。 

  
  

       

             ●
七
観
音 

本
堂
南
側
の
部
屋
に
設
楽
代
官
が
納
め

た
と
あ
る
寄
木
造
り
の
七
体
の
観
音
様

が
、
金
箔
の
経
背
を
背
負
い
厨
子
に
納

ま
っ
て
い
る
。 

    
移設前の宝篋印

 

千人同心の墓所 

 現在の宝篋印
 

千人同心組頭 
 河野家・中村家累代の墓所 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
高
宰
神
社
由
来
記
等 

・
三
田
文
化
財
案
内
絵
図 

・
常
光
山
真
覚
寺
資
料 

・
十
二
社
パ
ン
フ 

・
興
福
寺
の
志
お
り 

・
瀬
沼
和
重
資
料 

・
万
葉
集
大
成
巻
十
四
平
凡
社 

 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ぺ
ー
ジ 

メモ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


